
   酷 酸 繊 維 素 皮 膜 製 造 及 び 紡 糸 試 験 礫 こ軸

      皮 膜 製 造 條 件 ご 皮 膜 の 性 質 こ の 關 係

        喜 多 源 逸 菅 野 源 一一 郎

        (工業 化學雑 誌 昭和 三年 第31編733頁)

 皮膜の性質は使用材料の本質以外に皮膜製造の條件に支配せ らる》事は己に知 られ

ナこる所なり。著者等は市販酷酸繊維素を用ひ之れに關する2-3の 試験を行へ り

 1)蒸 嚢の際の歴の影響 歴力のみを憂 じ他は同一條件にて其影響を試験せり5及

8%ア セ トン溶液を用ひ76,70及64cm歴 にて比較す其結果70 cmの もの最強

64cmの もの最弱な りき70及76 cmの 差は著 しからす

 2)液 の濃度の影響、3,6,9,12及 び15%溶 液を比較せり而 して12%が 最強の

皮膜を與ヘナこり

 以上の試験にて差異の生する原因を著者は乾燥の際皮膜に現はる》張力により説明

せんε試む 即ち適當の張力は皮膜の品質を良好にす若 し過ぎテこる時は組織を破壊す

るを獄て之を劣等な らしむ

3)溶 劃の影響

  a) アセトンに水の添加 アセトンに水0,5,10,15,20及 び20%を 添加 し之

 を比較せり 5%迄 は水の影響著 しか らす10%の 水を加ヘナこるものは酪酸繊維素

の粘度最小なるが皮膜は己に劣等なり 批は乾燥中水分の濃度増加 し酪酸繊維素一

部凝固し一檬なる皮膜を生せざるが爲なりε考 らる 15%以 上の揚合には試験に供

 し得る皮膜な作 らす

 b) アセトンにくこンゾー一一一 」Lの添加 0,5,10,15及 び20%ベ ンヅールを添加す

ベンゾール20%を 含むものは白色に乾燥 し15%を 含む溶液 より作 りナこる皮膜

最強力なりき 此揚合には蒸護中溶捌成分の憂化(a)の 揚合の如 く著 しか らす
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